
 公 安 委 員 会 議 事 録
福島県公安委員会の開催状況

第１　開催日時・場所及び出席者

１　日　　時 令和５年11月14日（火）　午前９時40分～午後０時０分

２　場　　所 公安委員会室、特別会議室 天　　　候 曇

３　出 席 者 公安委員長以下３名

第２　定例会議

本部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、
警察本部出席者

警備部長、情報通信部長、首席監察官、総務監、警備監、警察学校長

 １　提案事項

 　　なし

 ２　報告事項

  (1)　苦情の措置状況について（10月末）

 　　　総務監から苦情の措置状況について報告があり ３委員から次の旨の意見があった、 。

委　員：　苦情に関しては常に真摯な姿勢で対応することが大切であると考える。

不適切な対応があった際には、苦情申出者に対し、謝罪と説明、不利益の

回復などきちんと対応し、改めることは速やかに改めて信頼回復を図って

 いただきたい。　

  (2)　刑法犯認知状況について（令和５年10月末）

　　　生活安全部長から刑法犯認知状況について報告があり、３委員から次の旨の意見が

 あった。

委　員：　全ての罪種で認知件数が増加しているという報告を受けた。コロナ禍前

より下がっているとはいえ、注意しなければいけない。抑止と検挙に一層

 力を入れていただきたい。

、 。　　　　　また 地域によってさまざまな犯罪の傾向があるということを確認した

地域の実情に応じた的確な対策を講じて、犯罪抑止につなげていただきた

 い。　

  (3)　なりすまし詐欺の被害状況等について（令和５年10月末）

　　　生活安全部長からなりすまし詐欺の被害状況等について報告があり、３委員から次

 の旨の意見があった。

委　員：　全国的には増加している中、福島県は減少傾向にあるということで、そ

の点は大変嬉しく思う。被害の未然防止も件数、金額が増加しており、金

融機関、コンビニとの連携もうまくいっていると感じている。今後テレビ

コマーシャルも放映されるということで、広報、関係機関との連携、検挙

 に力を入れていただきたい。　

  (4)　令和５年秋の福島県警察捜査嘱託犬審査会の実施について



　　　刑事部長から令和５年秋の福島県警察捜査嘱託犬審査会の実施について報告があ

 り、３委員から次の旨の意見があった。

委　員：　捜査嘱託犬に出動していただく機会は、行方不明者の捜索や、犯罪捜査

などたくさんあると思う。有能な捜査嘱託犬確保のために、有意義な審査

 会になればよいと考えている。

また功労者の表彰については、長年、指導手としてご貢献いただいたお

 二人に、心から御礼、感謝を申し上げる。　

  (5)　会津若松市旭町地内における死亡ひき逃げ事件の発生・検挙について

　　　交通部長から会津若松市旭町地内における死亡ひき逃げ事件の発生・検挙について

 報告があり、３委員から次の旨の意見があった。

委　員：　当初、クマによる被害として広報されたが、ひき逃げの可能性を視野に

。 、適切な捜査をしていただき犯人が検挙できて何よりだったと思う 今後も

少しでも懸念があるときには十分な安全策を講じていただき、間違いない

対応をしていただきたい。

第３　決裁等

 １　報告事項等

  (1)　公安委員会補佐室長から、行事予定等について報告を受けた。

  (2)　監察課長から、監察業務について報告を受けた。

  (3)　県民サービス課長から、苦情の措置状況（10月末）について説明を受けた。

  (4)　警備課長から、警備情勢について報告を受けた。

 ２　決裁事項

  (1)　公安委員会補佐室長から、公安委員会議事録等について説明を受け、決裁した。

(2)　交通企画課管理官から、運転免許取消処分に係る審査請求の受付について説明を受

 　　け、決裁した。

 (3)　交通規制課長から、

 　 ア　各種交通規制の実施について説明を受け、決裁した。

 　 イ　福島県公安委員会事務専決規程の改正について説明を受け、決裁した。

(4)　運転免許課聴聞官から、令和５年11月14日に実施した公安委員会の意見の聴取（８

件）について説明を受け、委員による協議の結果、原案どおり処分を決定した。


